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ガストログラフィソにて完全駆虫

しえた大複殖門条虫症の一例。

西山利正古木純子山田祥次高橋優三荒木恒治

(昭和62年７月９日受領）

要約

激しい水様性下痢を伴い，条虫虫体排出を主訴とした大複殖門条虫症の大阪府における第４例を

経験した。患者は55歳，男'畔で大阪市在住である。以前より，イワシの饅やサバ鮨を頻繁にたべて

おり，感染源としてイワシやサバが疑われた。また，本条虫では初めて，駆虫薬として造影剤であ

るガストログラフィンを用い，全長273cmの大複殖門条虫が頭節を備え生きた状態で駆虫された。

更に，同虫体片節の形態を詳細に観察し，片節の分節現象の旺盛なこと，及び１片節に２～４個の

生殖孔が認められることが観察された。本例は大複殖門条虫のガストログラフィンによる駆虫の第
１例であるとともに本薬剤が大複殖門条虫の駆虫に応用できることを証明した。

Keywords：DiPJogo"oPo7zｲｓｇγα"dｉｓ，Gastrografin，treatment，morphology

鮨もしばしば食べたことがある。アルコールは１日３

合，３５年間続けている。

臨床検査所見：Ｔａｂｌｅｌに示す如く，ＲＢＣ４２８×

104/ｍｍ３,Ｈｔ445％，Ｈｂｌ４７ｇ/dLWBC7200/ｍｍ３，

EosinophileO％と貧血，白血球増多，好酸球増多は見

られなかった。血清生化学的検査では７－ＧＴＰが軽度

上昇している以外，正常範囲内であった。この

７－ＧＴＰの上昇は患者の長期間大量のアルコールの摂

取によるものと考える。血清免疫グロブリンではIgG，

IgM,IgEの増加無く，ＩｇＡは４４２３ｍｇ／dｌ（正常値：

135～340ｍｇ／ｄＤと軽度上昇をみとめた。検便

（ＭＯＬ法）にて卵蓋を有する広節裂頭条虫卵類似の虫

卵(74×58ﾉｕｍ，Ｆｉｇｌ）を検出した。

駆虫：NakabayashMaJ．（1984）により報告された方

法の前処置を改良し，ガストログラフィンを用いて駆虫

を行なった（西山・荒木，1987)。前処置は前日朝より乏

残澄食であるポンコロン食（大塚食品）を摂取せしめ，

更に午後10時にマグコロール（堀井薬品工業）２５０ｍlを

服用し，十分排便ざせ腸管内を食物残澄や糞便塊の少な

い状態にし，駆虫にのぞんだ。駆虫は十二指腸ゾンデを

Treiz靭帯まで挿入し，ガストログラフィン（100ｍl中ア

ミドトリゾ酸59.749,メグルミン１５．９２９，ＮａＯＨＯ､６２

９，ヨード３７９）３００ｍlを一気に注入し，５分後更に

lOOml追加した。透視下にて虫体が直腸まで下降したこ

とを確認し，一気に強制排便させ，注入開始より計15分

にて駆虫を完了させた。Fig.２の消化管Ｘ線透視写真に

示す如く，回腸末端から上行結腸にかげてガストログラ

緒自

大複殖門条虫（DiPJogo"OPOγｚ４ｓｇγα"dis）は長崎県に

おいてIjimaandKurimoto（1894）が報告して以来，今

日までに本邦にて116例（岡村ら，1987）が報告されてい

る。大阪府においては，過去に吉田・高野（1923)，森下

・竹本（1953)，高田ら（1982）の３例が報告されてい

る。

著者らは1986年９月に大阪府において見出された，大

複殖門条虫症患者に対する駆虫の機会をえ，駆虫薬とし

て初めて大複殖門条虫にガストログラフィンを使用し，

本条虫が頭節を備え生きた状態で完全駆虫しえたことを

報告すると共に，その虫体片節の形態学的考察を加えたく

症例

患者：塩○浩○，５５歳，男性。大阪市在住。

主訴：水様性下痢・虫体片節の排泄。

家族歴・既往歴：特記すべきもの無し。

現病歴：1986年７月頃より，腹部膨満感とｌＨ５行程

度の急激な水様'性下痢を繰り返していた。９月１７日朝，

下痢便排泄時に約30cmの条虫片節の排出が有り，近医を

受診し，条虫症の診断のもとに当教室を紹介ざれ受診し

た。受診時持参した虫体より，.ｇγa7zdisと診断ざれ駆虫

となった。

食物歴：１０年程前よりイワシの饅を頻繁に食べてお

り，本年は５月頃に３度程食べている。以前より，サバ

奈良県立医科大学寄生虫学教室
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TablelLaboratrydata

RBC（×104/ｍｍ３）４２８

Ｈｂ（g/dl）１４．７

ＷＢＣ（/ｍｍ３）７２００

ALP（ＫＡＵ）６．９

GOT（ＩＵ/l）２６

７－GＴＰ（IU/l）７５（↑）

Totalprotein（g/dl）７．１

Totalcholesterol(ｍg/dＤ１５６

Ｎａ（mEq/l）１４４

Cｌ（mEq/l）１０６

IgG（ｍg/dl）848.4

19Ａ（ｍg/dl）442.3（↑）

C３（ｍg/dl）105.5

Hｔ（％） 44.5

Eosinophile（％） ０

Amylase（Ｕ/Ｄ

ＧＰＴ（ＩＵ/l）

LＡＰ（Ｕ/D

Albumin（g/dＤ

ＴＧ（ｍg/dＤ

Ｋ（mEq/l）

224

２１

71

4.7

172

3.9

139.6

４８．２

３３．９

IgM（ｍg/dD

IgE（Ｕ/ｍＤ

Ｃ４（ｍg/dl）
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ＦｉｇｌＥｇｇｏｆＤ、９７α"clisinpatientstool．

（scale:００２ｍｍ）

フィンにより造影された虫体（矢印）が描出されている。

駆出虫体：排出された虫体は室温の燐酸緩衝生理食塩

水中で活発に蠕動運動し，頭節の運動は特に活発で，あ

たかも蛇腹の如く伸縮運動していた。Ｆｉｇ３は頭節およ

Fｉｇ２、ｇγα九.iｓ（arrow）ｓｈｏｗｎａｓｎｅｇａｔｉｖｅ

ｓｈａｄｏｗｓｂｙｒｏｅｎｔｇenography．
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び虫体前方未熟片節の近接撮影である｡頭節はｌ×0.6ｍ

で頭節より５ｍのところより15ｍのところまで伸縮運動

にて収縮している状態が観察されている。

駆虫後，虫体は冷蒸留水中に放置し，弛緩後計測し全

長は273cmであった。固定は頭節より2.5cmの部分で虫体

を切断し，頭節部をｌ／２カルノフスキー液にて固定

し，電子顕微鏡用資料とした。また，残りの虫体は10％

ホルマリン液にて固定，保存した。Ｆｉｇ４は虫体弛緩後，

全景を撮影したものである。

縦雛溝は背腹両面に多数認めるが,背面には外側ｌ／４

の位置に神経幹に一致して２条，また外側ｌ／３の位置

に生殖孔に一致して２条，計４条が深くほぼ全長にわ

たって縦走していた。

片節は幅径が縦径に比して著しく大きく，その傾向は

頭節より成熟してゆくに従い著しい。受胎節に至っては

最大片節は幅径13mm，縦径1.8mm，厚さ１ｍｍであった。

片節は極めて旺盛な分節現象を呈しており，Ｆi９５，

６に示す如く，既成の片節（ａ）の中央に新しい境界線

（ｂ）が出現し，一部の片節では新しく分けられた分節

の中央に更に新しい境界線（ｃ）が出現している片節も

あった。生殖孔は両外側より１／３の位置に既成の生殖

孔を認め，ほとんどの片節でその間に１個から２個の生

Ｆｉｇ３AnteriorpartoflivingD．ｇγa7zdisfrom

patient．

（arrow：scolex）

Fｉｇ４ＷｈｏｌｅｓｈａｐｅｏｆＤ．ｇγa7zcZis．
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Ｆｉｇ７は虫体受胎節の横断切標本である。両外側より

ｌ／４の位置に神経幹（Ｎ）の横断面が認められ，その

内側（外側ｌ／３の位置ならびに中央）に３個の生殖孔

が認められる。

Ｆｉｇ８は生殖孔の強拡大である。皮質層には紡錘形多

殖孔を認め，一つの片節に計３～４個の生殖孔が認めら

れ，古賀ら（1980）の述べた、字型生殖孔を呈していた。

灘

鶴

叢

シ､,姿

「 阜慰

Ｆｉｇ６Sagittalsectionpassingthroughthe
lateralfield

（ｓｃａｌｅｌｍｍ）

Ｆｉｇ５GravidproglottidsofD．ｇγa7zdisstained
withcarmalum．

（ｓｃａｌｅｌＯｍｍ）

Ｖ

、

Ｆｉｇ．７Transversesectionofgravidproglottid．
（ｓｃａｌｅ５ｍｍ）

(33）
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Ｆｉｇ．８Transversesectionofgravidproglottid．

（scale：１ｍｍ）

極性細胞がｌ～３列存在し，筋層との間には卵黄腺細胞

（vi）が点在している。筋層は，外側に縦走筋（1ｍ）の微

細な繊維が密に並んで良く発達し，内側に横走筋（ｔｍ）

が配列されている。髄盾には大小不整の精巣（ts）が認

められた。

３個の生殖孔（gP）はそれぞれ背側より深い縦雛溝が

入り込み，中央の生殖孔では陰茎（ｃ）が腹側に開口し

てる部分が認められた。陰茎雲は腹側より背側方向にか

けて長楕円形で周辺の筋繊維の発達しているのが認めら

れる。陰茎雲より背側に円形の貯精裏（sv）が接してい

る。

考察

大複殖門条虫（DiPJogo"ＯＰＯγ"ｓｇγα,zdis）虫体の観察

では，片節１個に含まれる生殖孔は，原則として２個で

まれに３個の片節が混在すると考えられている（森下，

1962)。しかし，のちに古賀ら（1980）は、.ｇγa7zdisの１

片節中の生殖孔の数は３個以上が正常で，むしろ２個の

ものは少ないと述べているが，本症例の虫体においても

１片節中の生殖孔はほとんどが３個以上であり，２個の

片節はむしろ少なく，古賀ら（1980）の観察所見とほぼ

一致している。虫体片節もｎｇ７ａＭｉｓの特徴である幅径

に比し縦径が著しく小さいという形状を呈している（森

下，1962)。また，横断切においても，縦走筋の筋繊維の

微細な束が，一様にかつ密に分布しており，Kamoand

Miyazaki（1971）の述べたDiPJogo7zoPoγz4s属の特徴を呈

していた。以上の所見より，本症例よりえられた虫体は

DiPJogo"oPo7"s属の虫体であると確定できる。しかし，

分類形態学上から,、ｇγαＭｓと，他のDiPJogo"o'oγ皿ｓ

属の条虫との異同は種々論議されており（岩田，１９６７；

ＫａｍｏｅｔａＪ.，1968)，見解の一致を見ていない。前島ら

（1969）は本邦において人体寄生のDiPZogo"oPorz4s属の

条虫は、ｇγa7zdisとするのが適切であるとし，著者らも

この説に従い本症例を大複殖門条虫症とした。

、､g7a7zdisの駆虫薬は，古くはIjimaandKurimoto

（1894）が本邦第１例において綿馬エキスを用いて駆虫

したのに始まり，テトラサイクリン(ＫａｍｏｅオαZ.,1968)，

カマラ（初鹿ら，1969），ピチオノール（Ｙａｍａｎｅｅｔ

ａＪ.,1977)，クロラムフェニコール(ＹａｍａｎｅｅｔａＪ.,1977)，

硫酸パロモマイシン（影井ら，1981）などでの成功例が

ある。また，，.ｇγα"disの自然排出症例は迎（1960)，熊

沢ら（1981）の報告が頭節を備えている。しかし，その

他の自然排出例（KamoandMiyazaki，１９７１；Yamane

etα/・’１９７７；高田ら，１９８２；鈴木ら，1985）では頭節は

備えておらず，駆虫薬無くしては本条虫の完全駆虫は成

し難いものであると考えられる。更に，加茂ら（1970)，

(34）
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木船ら（1981）は注腸造影後に虫体の排出を認め，その

うち前者は頭節を備えている虫体であり，硫酸バリウム

の刺激による排出であると推論している。

今回，我々は造影剤であるガストログラフィン，計

400ｍlを使用し十二指腸ゾンデで注入・投与し，消化管

内に虫体を見出し，虫体の下降を確認し，投与開始より

15分後という極めて短い時間に虫体の頭節を備え生きた

状態で，完全駆虫を成しえた。ガストログラフィンによ

る条虫の駆虫は1984年に中林らにより,広節裂頭条虫,無

鉤条虫の駆虫薬として報告された(NakabayashMaJ.，

１９８４；WakietaJ.，1986)。我々は彼等の方法の前処置を

改良し，駆虫時腸管内の糞便塊及び食物残澄を極めて少

ない状態にし，より駆虫を完全なものにしえた(西山・

荒木，1987)。本症例は大複殖門条虫に初めてガストロ

グラフィンを用い駆虫しえた症例であるとともに，ガス

トログラフィンが本条虫の駆虫にも応用しうることを証

明した。

また，影井ら（1981）は大複殖門条虫症患者の血清中

IgA値が増加しているという報告を行なっているが，本

症例も血清中IgA値が4４２３（135～340）ｍg／dlとやや

増加しており，広節裂頭条虫や無鉤条虫ではほとんど増

加せず（自験例)，また、､ｇ７ａ７ｚｄｉＳが他の二種の条虫より

も，患者の自覚症状（たとえば，水様'性下痢）の強いこ

とから，ヒトは、９７α"disの好適終宿主とは言えないと

考えられる。更に，感染源に関しては，大阪で発生した

吉田・高野（1923）の症例では発症７ヶ月前にマスの生

食をしており，また森下・竹本（1953）の症例では発症

１ヶ月前にソマカツオの生食したと記載しているが，両

者とも感染源としてはあまり関係の無いものであろうと

考察している。同様に大阪で発症した，高田ら（1982）

の報告では，患者はイワシ，サバなどの刺身を好んで食

していたと報告している。鈴木ら（1985）の報告で本条

虫の感染源としてイワシ，アジ，サバ，カツオ，ハマ

チ，イカなどがあげられているが明確な証明はない。

我々の症例でもイワシが最も感染源として疑わしい

が，再三のサバ鮨の摂取があり，感染源を特定すること

ができなかった。

現在，頭節並びに体節の電子顕微鏡的考察を行なって

おり，稿をあらためて報告する。
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Abbreviations

V：ｖｅｎｔｒａｌｓｉｄｅ

Ｄｄｏｒｓａｌｓｉｄｅ

Ｎ：ｎｅｒｖｅｔｒｕｎｋ

Ｕ：uterus

gPgenitalpore、

ts：testis

vi：vitellaria．

ｃ：ｃ１ｒｒｕｓ

ｓｖ：serninalvesicle、

ｔｍ：transversemuscle

lm：longitudinalmuscle．
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TosHIMAsANISHIYAMA,JuNKoFURUKLSHoJIYAMADA,

ＹＵＺＯＴＡＫＡＨＡＳＨＩＡＮＤＴＳＵＮＥＪＩＡＲＡＫＩ

のepqrmUe"rq/P(z）tzsjroﾉogWVZzﾉＭｆｅｄｉａｴﾉＵ加州t〕ﾉ,Ｋａｓ肺α"-Ｗ,Ｍ７，，６３ｲ,〃pα'Zノ

ThefburthcaseofhumaninfectionwｉｔｈＤｊＰﾉOgo"opo/ｗｓｇｍ"伽Blanchard,１８９４mOsakaPre‐

fecturewasdescribed・A55-year-oldman,anmhabitantofOsakaCity,wasadmittedtotheNaraMedical

UniversityHospital，withcomplamtsofabdominaldistension，tenesmusanddischargingsegmentsｏｆ

ｗorminstools、ThewormwasidentifiedasD・g7aMjsbasedonthemorphologicalcharacteristics・Physi‐

calsignsofthepatientwerenotdistinct,andserumexaminationvaluesshowedwithmnormalranges,ｂｕｔ

forγ-ＧＴＰａｎｄＩｇＡ・StoolexaminationsrevealedalargｅｎｕｍｂｅｒｏｆｅｇｇｓｏｆｔａｐｅｗｏｒｍＨｅｗａｓｖｅryfOnd

ofeatmgrawfishdishes，especiaUy,sardmeandmackerelinformsof``Nuta”（fishsalad)ａｎｄ``sushi,，

(vinegardfishandrice)，respectively・Therefbre，thoserawfishesweresuspectedtobeasourceofthe

mfection・Inthetreatment，４００mlofGastrografin，acontrastmediumfbraumentarytract，wasad-

mmisteredusingaduodenaltubetothepatient、Thelivingworm，Ｚ７３ｃｍｍｌｅｎｇｔｈ，wassuccessfuUy

expeUedwiththescolex・ＴｈｅhghtmicroscopicalobservationsrevealedthegravidproglottidsareChar‐

acterizedby2-4setsofreproductiveorgansandsegmentalmultiphcationwhicharetypicalfeatures

forD・ｇ７ｍｚａｊＳ，Thisisthefirstrecordofdiplogonoporiasiscaseswhichwascompletelyremovedwith

Gastrografin．
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